
▲米子小学校体育館における心肺
蘇生法の救急訓練の様子

訓
練
の
報
告

神
保
　
輝
行

米
子
小
学
校
区
自
治
会
連
合
会

会
長

　

米
子
小
学
校
区
七
自
治
会
合
同
の
防
災

訓
練
を
、去
る
十
月
十
五
日
、二
百
七
十
五

名（
内
子
供
四
十
二
名
）参
加
の
も
と
、次

の
内
容
で
訓
練
を
実
施
し
ま
し
た
。

一
、  

各
自
治
会
か
ら
、徒
歩
及
び
車
で
避
難

　
　

所
ま
で
の
避
難
訓
練

二
、 

市
地
域
安
全
課
か
ら
、避
難
場
所
と
避

　
　

難
所
の
違
い
、避
難
情
報
の
名
称
変
更

　
　

な
ど
の
講
話

三
、 

広
域
消
防
署
員
か
ら
、心
肺
蘇
生
法
の

　
　

救
急
訓
練

四
、 

社
会
福
祉
協
議
会
と
日
赤
ボ
ラ
ン
テ
ィ

　
　

ア
に
よ
る
炊
き
出
し
訓
練

　

約
半
日
の
訓
練
で
し
た
が
、有
意
義
な
訓

練
で
あ
っ
た
と
思
い
ま
す
。共
催
、ご
協
力

頂
い
た
関
係
機
関
の
皆
様
方
に
御
礼
申
し

上
げ
ま
す
。

　

近
年
は
、災
害
は「
忘
れ
ぬ
う
ち
に
や
っ
て

来
る
」と
言
わ
れ
、災
害
の
起
こ
ら
な
い
場

所
は
有
り
ま
せ
ん
。普
段
か
ら
防
災
に
取
り

組
ん
で
参
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

「
米
子
小
学
校
区
七
自
治
会

　
　
　
　
　
　
合
同
避
難
訓
練
」

▲防災講話の様子

訓
練
の
報
告

渡
辺
　
孝
治

新
富
町
三
丁
目
自
主
防
災
会

会
長

「
新
富
町
三
町
内
合
同
避
難
訓
練
」

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
助
成
事
業
の
活
用

吉
田
　
忠
穂

箱
岩
区
自
主
防
災
会

会
長

「
集
落
の
紹
介
と

     

防
災
資
機
材
購
入
の
ご
報
告
」

　
一
昨
年
度
実
施
し
た
三
町
内
合
同
避
難
訓

練
の
反
省
点
を
踏
ま
え
、参
加
者
が
災
害
に

対
応
で
き
る
訓
練
を
計
画
し
、市
地
域
安
全

課
及
び
市
社
会
福
祉
協
議
会
の
協
力
を
得

て
、昨
年
の
十
月
二
十
九
日
、百
六
十
九
名

の
参
加
を
頂
き
訓
練
を
実
施
し
ま
し
た
。訓

練
内
容
は
次
の
と
お
り
で
す
。

① 

各
町
内
避
難
場
所
で
の
点
呼
と
指
定
避

　
 

難
所
へ
の
避
難
誘
導

② 
避
難
所
に
お
い
て
市
へ
の
人
員
報
告
等

③ 
市
職
員
か
ら
の
防
災
講
話

④ 

災
害
ネ
ッ
ト
の
李
仁
鉄
氏
か
ら
の
防
災

　

 

研
修
と
、李
氏
と
社
協
川
瀬
氏
と
の
ト
ー
ク

　

 

セ
ッ
シ
ョ
ン

　

日
曜
日
に
訓
練
を
行
い
ま
し
た
が
、平
日

の
災
害
発
生
を
想
定
し
、指
定
避
難
所
で
あ

る
小
学
校
の
児
童
引
渡
や
短
大
生
へ
の
対
応

等
に
つ
い
て
も
、各
施
設
と
事
前
に
協
議
す

る
必
要
が
あ
る
と
考
え
ま
す
。

▲視察先の三条市水防学習館にて

視
察
研
修
会
に
参
加

齋
藤
　
　
寛

桑
ノ
口
自
主
防
災
会

会
長

　

去
る
三
月
一
日
、防
災
協
会
主
催
の
視
察

研
修
会
に
参
加
し
ま
し
た
。

　

総
勢
四
十
八
名
で
、新
潟
地
方
気
象
台
及

び
三
条
市
水
防
学
習
館
を
視
察
し
ま
し
た
。

　

当
日
は
、あ
い
に
く
暴
風
警
報
が
発
令
さ

れ
て
い
た
た
め
、新
潟
地
方
気
象
台
で
は
観

測
予
報
現
場
の
見
学
は
で
き
ま
せ
ん
で
し

た
が
、「
大
雨
警
報
、洪
水
警
報
の
危
険
度

分
布
」等
に
つ
い
て
の
説
明
を
受
け
、そ
れ

ら
が
命
を
守
る
た
め
に
重
要
な
情
報
で
あ

る
こ
と
を
再
認
識
し
ま
し
た
。

　

昼
食
休
憩
後
、三
条
市
水
防
学
習
館
を

見
学
し
、七
・一
三
、七
・
二
九
の
二
度
の
大
水

害
を
経
験
さ
れ
た
館
長
の
貴
重
な
話
を
聞

き
、写
真
等
を
拝
見
し
、五
十
一
年
前
の
羽
越

水
害
を
思
い
出
し
ま
し
た
。

　

今
回
の
先
進
地
視
察
を
通
し
、地
域
防
災

の
一
翼
を
担
う
者
と
し
て
、所
期
の
目
的
を

達
成
で
き
た
視
察
で
あ
っ
た
と
思
い
ま
す
。

「
視
察
研
修
会
に
参
加
し
て
」

▲講師の菊池健一氏による講演の様子▲防災訓練の様子

防
災
講
演
会
に
参
加

半
田
　
節
夫

外
城
区
会
自
主
防
災
会

会
長

　
一
月
二
十
八
日
、新
発
田
市
防
災
協
会
主

催
の
防
災
講
演
会
に
参
加
し
ま
し
た
。講
師

で
あ
る
防
災
士
の
菊
池
健
一
氏
に
よ
る
と
、

〝
事
前
の
備
え
が
、災
害
時
の
明
暗
を
分
け

る
〞と
の
こ
と
で
す
。

　

ま
た
、教
訓
と
し
て
、行
政
、民
生
委
員
、

学
校
な
ど
と
の
連
携
強
化
や
防
災
訓
練
の

実
施
、隣
近
所
と
顔
の
見
え
る
関
係
づ
く
り

の
重
要
性
を
挙
げ
ら
れ
ま
し
た
。

　

東
日
本
大
震
災
を
経
験
さ
れ
た
菊
池
氏

の
講
演
は
、自
主
防
災
組
織
の
運
営
に
大
変

役
立
つ
も
の
で
し
た
。

　

私
共
の
五
十
公
野
地
域
は
、大
き
な
災
害

等
が
起
き
て
い
な
い
た
め
、防
災
へ
の
関
心

が
極
め
て
低
い
地
域
で
あ
る
と
感
じ
ま
す
。

そ
の
た
め
、五
十
公
野
区
長
会
で
も
、自
主

防
災
の
重
要
性
を
認
識
し
、組
織
率
向
上
に

力
を
入
れ
て
取
り
組
ん
で
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　

私
も
、微
力
な
が
ら
地
域
の
安
心
安
全
づ

く
り
に
努
め
て
ま
い
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

こ
の
度
、新
発
田
市
防
災
協
会
に
加
入
し
て

い
る
箱
岩
区
自
主
防
災
会
が
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
助

成
事
業
を
活
用
し
て
防
災
用
資
機
材
を
整
備

し
ま
し
た
。

　
（
一
財
）自
治
総
合
セ
ン
タ
ー
で
は
、コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
健
全
な
発
展
を
目
的
と
し

た
活
動
に
対
し
て
助
成
を
行
な
っ
て
い
ま

す
。助
成
内
容
は
多
岐
に
わ
た
り
、そ
の
中

の
一
つ
と
し
て
自
主
防
災
組
織
を
対
象
と

し
た
助
成
制
度
が
あ
り
ま
す
。

【
助
成
内
容
】

　

自
主
防
災
組
織
が
行
う
地
域
の
防
災
活

動
に
必
要
な
設
備
等（
三
十
万
〜
二
百
万
円
）

　 

注
意

　
　
・
こ
れ
ま
で
の
自
主
防
災
組
織
の
活
動

　
　

  

状
況
を
踏
ま
え
て
審
査
さ
れ
ま
す
。

　
　
・
助
成
の
可
否
は
、（
一
財
）自
治
総
合
セ

　
　

  

ン
タ
ー
が
決
定
す
る
も
の
で
す
。

　
　
・
詳
細
は
事
務
局
へ
お
問
い
合
わ
せ
く

　
　

  

だ
さ
い
。

平
成
十
一
年
度

　

米
倉
小
学
校
区
防
災
会

平
成
十
三
年
度

　

松
浦
地
区
防
災
会

平
成
十
四
年
度

　

中
曽
根
町
防
災
会

平
成
十
七
年
度

　

佐
々
木
地
区
防
災
会

平
成
二
十
一
年
度

　

宮
古
木
地
区
消
防
・
防
災
会

平
成
二
十
五
年
度

　

島
潟
町
内
防
災
会

平
成
二
十
六
年
度

　

上
館
自
主
防
災
会

平
成
二
十
八
年
度

　
豊
町
三
・
四
丁
目
町
内
会
防
災
会

「
防
災
講
演
会
に
参
加
し
て
」

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
助
成
事
業
と
は…

　

は
じ
め
に
、箱
岩
集
落
の
紹
介
を
し
て
お

き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

国
道
七
号
線
を
胎
内
市
方
面
へ
向
か
い
、

七
社
交
差
点
を
右
折
し
県
道
五
四
五
号
線

（
紫
雲
寺
・
菅
谷
線
）を
直
進
し
て
、国
道
か
ら

約
二
キ
ロ
行
っ
た
山
あ
い
の
集
落
が
箱
岩
集

落
で
す
。三
十
七
世
帯
、百
十
九
人
が
暮
ら

す
小
さ
な
集
落
で
す
。

　

東
日
本
大
震
災
を
教
訓
に「
自
分
た
ち
の
地

域
は
自
分
た
ち
で
守
る
」を
合
言
葉
に
平
成

二
十
四
年
に
防
災
会
を
設
立
し
ま
し
た
。そ

の
後
、市
の
補
助
金
や
集
落
の
資
金
を
活
用

し
て
、発
電
機
、ヘ
ル
メ
ッ
ト
、ハ
ン
ド
マ
イ

ク
等
の
資
機
材
を
備
え
、
そ
れ
ら
を
使
っ

て
、
消
防
署
の
ご
指
導
を
い
た
だ
き
毎
年

防
災
訓
練
を
行
い
、集
落
の
危
険
個
所
の
見

廻
り
な
ど
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

今
後
、大
雨
に
よ
る
土
砂
災
害
、櫛
形
断

層
を
震
源
と
す
る
地
震
な
ど
が
想
定
さ
れ

る
地
域
で
あ
る
こ
と
か
ら
、実
際
に
災
害
が

起
こ
っ
た
場
合
、今
あ
る
資
機
材
で
は
不
十
分

で
あ
る
と
思
っ
て
い
た
の
で
す
が
、自
治
総

合
セ
ン
タ
ー
が
行
っ
て
い
る
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

助
成
事
業
を
知
り
、申
請
し
た
と
こ
ろ
、幸

い
に
も
採
択
し
て
頂
き
、防
災
資
機
材
庫
、

折
り
た
た
み
式
リ
ヤ
カ
ー
、車
椅
子
、テ
ン

ト
等
三
十
一
種
類
の
資
機
材
を
備
え
る
こ
と

が
出
来
ま
し
た
。

　

昨
年
十
月
の
防
災
訓
練
で
は
、購
入
し
た

資
機
材
を
住
民
に
披
露
し
、こ
れ
ら
の
資
機
材

を
使
っ
た
訓
練
を
計
画
し
て
い
た
の
で
す

が
、
当
日
は
雨
の
た
め
わ
ず
か
し
か
使
う

こ
と
が
出
来
ま
せ
ん
で
し
た
。

　

今
後
、資
機
材
の
使
用
方
法
等
の
講
習
会

な
ど
を
行
い
、い
ざ
と
い
う
時
に
誰
で
も
使
用

で
き
る
よ
う
に
し
て
、今
後
の
集
落
の
防
災
活

動
の
強
化
を
図
っ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

整備した資機材の紹介

新
発
田
市
に
お
け
る

　
　
　
　
　
過
去
の
助
成
状
況

コミュニティ助成事業で整備した資機材一例

・防災資機材保管庫
・災害用折畳式リヤカー
・災害用折畳車椅子
・特定小電力トランシーバー
・救出活動用工具
・白熱投光器
・テント
・担架

▲白熱投光器 ▲災害用折畳式リヤカー ▲担架 ▲トイレテント

◀
防
災
資
機
材

　

保
管
庫

◀
救
出
活
動
用

　

工
具

◀
災
害
用
折
畳

　

車
椅
子


